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研究成果の概要（和文）： 

東南アジア各国において、濾過食性二枚貝に記憶喪失性毒の蓄積が認められ、その毒生産微細

藻類を探索した結果、Pseudo-nitzschia属など複数の珪藻種が疑われたが、確定するには至らな

かった。麻痺性貝毒原因種はPyrodinium bahamenseが継続して広い海域で発生し、中毒事件を引

き起こしているほか、Alexandrium属の種が散発している状況が確認された。シガテラ原因底生

性渦鞭毛藻も広い海域で発生しており、その広域化機構が今後の大きな研究課題と考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 Accumulation of toxins responsible for amnesic shellfish poisonings in filter feeding 

bivalves was widely observed in Southeast Asia countries.  Some diatoms were strongly 

suspected as causative agents, especially those belonging to the genus Pseudo-nitzschia, 
but recurrence of the toxins in shellfish could not be detected and then confirmation of the 

causative species was not finalized. Pyrodinium bahamense bloomed in wide areas 

intermittently, causing poisoning cases in several countries.  In addition Alexandrium spp. 

were also detected as the causative organisms of paralytic shellfish poisoning. Benthic 

dinoflagellates causing ciguatera fish poisoning were found in wide areas and study on 

their distribution expansion mechanisms is considered as urgently necessary. 
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１．研究開始当初の背景 

東南アジアにおいては、魚貝類を毒化させ、
毒化した魚貝類を喫食した人間に中毒事件
を引き起こす有毒微細藻類の発生が頻化・長
期化・広域化の傾向にあり、環境･公衆衛生

および水産資源利用の面からも大きな問題
となっていた。しかしながら東南アジア各国
では研究基盤が弱く、有毒微細藻類の生物生
態学と、それらの生産する毒の化学的解析と
毒化魚貝類への対策は進んでいなかった。 
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ただ、わが国で学位を取得した若手研究者
が帰国して活発な活動を始めており、申請者
が IOC/WESTPAC などの活動を通じて形成
した研究ネットワークに参加してきて、より
一層深化した国際的な共同研究ネットワー
クが形成される下地ができつつあった。 

特にベトナムのニャチャン市近郊のニャ
フー湾における定期調査において、記憶喪失
性貝中毒の原因毒が二枚貝 Spondylus 
versicolor とプランクトン試料から同時に検
出されたことから、同貝毒原因藻類の探索が
東南アジアの研究者の関心事になって申請
者を中心に国際共同研究が行われた。 

また、フィリピン、マレーシアなどで麻痺
性貝毒が長期にわたり発生し、徐々に広域化
の傾向も見せていたこと、さらに 2000 年代
になって東南アジア域で散発するようにな
ったシガテラ魚毒についても、その発生や広
域化の機構解明が研究者の強い関心事とな
っていた。 

 

２．研究の目的 

上記のような状況を踏まえ、これまでに継
続してきた国際共同研究活動を進展させ、ベ
トナムやフィリピンで行う海外の現場調査
に分子生物学的手法を導入し、麻痺性貝毒や
記憶喪失性貝毒の原因となる浮遊性有毒微
細藻類のみならずシガテラなどの原因とな
る底生性有毒微細藻類も対象に加え、それら
の発生状況と広域化の現状を明らかにする
ことを目的とした。また、これらの現地共同
調査においては、わが国の研究者がリーダー
シップをとるだけでなく、東南アジア共同研
究ネットワーク内の現地若手研究者をわが
国に招聘して、各技術を指導することにより
調査研究技術の標準化を図り、同地域の国際
的有毒微細藻類共同研究の基礎を築くこと
も大きな目的のひとつとした。 

 

３．研究の方法 

記憶喪失性貝毒については研究代表者が
ベトナムに赴き、海外共同研究者とともにニ
ャフー湾で二枚貝とプランクトン中の毒の
分析方法を標準化し、さらに現地研究者に依
頼して周年にわたり毒量について調査を行
うこととした。また、マレーシアにおいて原
因珪藻種の同定技術の標準化を目的とした
技術検討会を開催した。 

麻痺性貝毒については主にフィリピンの
ルソン島やレイテ島において、貝やプランク
トンの継続的な調査を実施した。さらに、シ
ガテラ魚毒原因種についてフィリピン、マレ
ーシアとインドネシアにおいて調査を行っ
た。調査技法と調査の進め方については以下
のようにした。 

 (1) 各地で発生している有毒種を、従来よ
り行われている顕微鏡下における形態確認

のみならず、プランクトン中の毒を ELISAキ
ットにより検出する方法で、より的確迅速に
有毒種の発生を検知するようにした。この方
法で検出したプランクトン中の有毒種につ
いては、固定試料として保存するとともに、
培養株の作成を各国の分担研究者と共同で
行った。 
 (2) それらの形態、生理生態的特徴、産生
毒およびその組成、遺伝子塩基配列などを調
べ、各地の発生株の生物学的特性の比較を行
うようにした。 
 (3) これらの結果をもとに、有毒種、およ
びその地域系群の広域化の現状を把握する
とともに、その機構について考察するように
した。 

(4) 本研究で取り扱う有毒渦鞭毛藻類の中
には培養株の作成・維持が困難である種も含
まれるので、原因渦鞭毛藻類の固定試料と培
養株の維持・管理および研究を研究代表者の
研究室において行う体制を確立した。 

(5) さらに、研究代表者は海外研究協力者
と打ち合わせて、若手研究者を日本へ招聘し
て、研究力の育成に努めた。 

 これらの調査に加え、東南アジア各国にい
る海外共同研究者に依頼して、有毒微細藻類
の発生と貝類の毒化、ならびに中毒事件の発
生に関する情報を、今までの共同研究で確立
した情報ネットワークで交換して共有する
ようにし、有毒微細藻類による問題の発生を
早期に的確に捉えられるようにした。そして、
問題が発生した場合には、記憶喪失性貝毒、
麻痺性貝毒とシガテラ魚毒についてはその
重要性と緊急性に鑑み、共同調査を実施する
ようにした。 

 

４．研究成果 

記憶喪失性貝毒については、ベトナムのニ

ャフー湾において集中的に調査を行った。二

枚貝Spondylus versicolorに蓄積した貝毒物

質のドーモイ酸の量と、それを生産している

と考えられるPseudo-nitzschia属の珪藻が含

まれるプランクトン画分のドーモイ酸量の定

期的観測を、研究協力者のベトナム海洋研究

所のDao Viet Ha博士に依頼して行った。後者

は検出されないことがほとんどであったが、

2009年7月20日のプランクトン試料から微量

検出され、同時に前者も一週間後に急増して

数週間高い毒性が継続した。この7月20日に発

生していた珪藻は、透過型電子顕微鏡による

観察からP. pungensと同定され、以前確認さ

れていたニャフー湾に発生する毒生産種と目

されるP. cacianthaとは異なる種が毒を生産

している可能性があると考えられた。ただ、

このときに作製したP. pungensの培養株から

は毒生産能力は確認されなかった。7-8月の貝

類毒化現象の確認以降も定期観測を継続した



 

 

が、プランクトンと二枚貝に時折微量の毒が

確認されただけで、顕著な毒量発現・蓄積は

なかった。2010年も同様な調査を、海域が悪

天候で調査継続が困難となった9月末まで継

続した。二枚貝S. versicolorのドーモイ酸は

0-65g/gの間で大きく変化し、3、6、9月の3

回ピークが見られたが、プランクトン画分に

は8月末にしか検出できなかった。この原因と

しては、採集して分析できたSpondylus個体数

が少なく、個体間のばらつきが大きく影響し

たと考えられ、プランクトン画分にごく微量

のドーモイ酸が見られた8－9月も含めて新た

な毒化はなかったと思われた。また、同時期

にもプランクトン試料中に毒生産の可能性の

あるPseudo-nitzschia属珪藻が認められなか

った。2011年も荒天で調査ができなかった

9-12月を除き、ほぼ週に１回ドーモイ酸量の

調査を行ったが、通常最も高い毒性を示す

Spondylus属の二枚貝ならびにプランクトン

試料に毒性が認められなかった。このため、

Pseudo-nitzschia属珪藻の毒生産性に関する

確認が2011年度はできなかった。なお、調査

期間中に毒検出方法としてELISAによる比色

分析法を開発し使用した。また、マレーシア

やインドネシア、タイで発生する有毒珪藻の

含まれる資料を集め、種の同定について作業

を始めたが、まだ培養株を作成できないため

有毒種の確定に至らなかった。 

麻痺性毒に関しては、有毒渦鞭毛藻

Pyrodinium bahamenseによって生産された麻

痺性毒の貝への蓄積と、その貝による食中毒

事件が多発するフィリピンで、水産資源局の

Juan Relox Jr.氏と共に、有毒種の広域化の

様態を探るため試料と情報の交換ならびに共

有を開始した。2009年はミンダナオ島沿岸の

従来有毒種の発生が報告されていなかった海

域で、1名の死者を含む８名の中毒事件が起こ

っていた。また、フィリピン中部の太平洋に

面するマタリナオ湾でも2010年3月に同様の

中毒事件が起こった。 
シガテラ魚毒による中毒は東南アジア域

では 2011 年度は確認されなかったが、フィ
リピン、インドネシア、マレーシアなど調査
試料を海外研究協力者から入手できた海域
から原因微細藻 Gambierdiscusの種が発見で
きた。しかし、これらの試料中の種と G. 
toxicusとの異同については、G. toxicusの
タイプ試料が得られなかったため確認でき
なかった。これらの試料中には Ostreopsis 
ovata,O.lenticularis,O.siamensis,Proro-
centrum limaなどの底生性種が多数発見され、
これらの種の正確な同定と毒生産能を含め
た生理学的解析が必要と考えられた。特に、
シガテラ中毒の症状の地域による差異が、

Ostreopsis 属や Prorocentrum 属の種の作る
毒による影響とも考えられ、本研究で作成し
た培養株の継続的保存と利用が重要と考え
られた。 

この他、北部ベトナムのハイフォン市に近

い沿岸域で、ハプト藻のPhaeocystisの一種に

よる大規模赤潮、さらにヤコウチュウ

Noctiluca scintillansの赤潮発生が確認さ

れ、魚類斃死も見られた。これらについては

現在水質環境の状態を確認中であるが、近隣

の中国沿岸水域の富栄養化が発生に大きく関

係しているものと考えられた。 
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